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橋
本
　
多
田
登
志
子　

つ
け
ペ
ン
に
よ
る
線
の
妙
味

が
美
し
い
。
遅
速
の
変
化
が
流
麗
で
趣
の
あ
る
表
現

と
な
り
、
格
調
高
く
雅
さ
溢
れ
る
模
範
作
。

�

評　

荒
谷
由
美
子　

青玄　山﨑　昭子　骨格のしっかりした太目の
文字で堂々と書けている。行間を程よく取り圧
迫感をなくす工夫をして、大変見易い掲示文で
ある。� 評　森　　嶺雲　

ＹＳ　栁瀬佐代子　余白を活かした明るい作。
同字、同部首の書きぶりの変化等、初学者のよ
い手本となる。さすがに会友である。
� 評　江口　春陽　

９月提出競書作品の写真版作品は、
９月17日よりホームページに掲載されます。

今月の模範作品
規
　
定
　
課
　
題

筆ペン

ボールペン つけペン

随　意　課　題

プ
ラ
　
柴
　
　
紀
子　

高
野
切
第
三
種
の
特
徴
で
あ
る
端
正
な

字
形
で
、
線
質
に
シ
ャ
ー
プ
な
筆
法
を
効
か
せ
、
潤
渇
・
線
の

太
細
も
見
事
な
圧
巻
の
作
。�

評　

福
原　

溪
春　
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今月の秀逸作品 ── 規定課題・随意課題 ──
（　）内は選評執筆者です。

高
崎
　
木
村
富
美
江　

ゆ
っ
た
り
と
伸
び
や
か
で

沈
着
に
纏
め
上
げ
た
表
現
が
、
見
応
え
あ
る
気
力

充
実
の
秀
逸
作
。�

（
荒
谷
由
美
子
）

書
学
　
井
上
　
昌
子　

太
細
の
表
現
、
書
線
の

美
し
さ
は
見
事
。
大
変
読
み
や
す
く
、
気
品
高

い
魅
力
的
な
秀
逸
作
。�

（
佐
藤　

香
蓮
）

香
港
　
林
　
　
美
莉　

ゆ
っ
た
り
と
し
た
行
の
リ
ズ

ム
が
感
じ
ら
れ
、
気
品
溢
れ
る
作
品
と
な
っ
た
。

�

（
奈
良　

孝
嬉
）

芳
野
　
山
川
智
恵
子　

余
白
・
行
間
の
バ
ラ
ン
ス

良
く
、
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
線
で
書
か
れ
た
素
晴
ら

し
い
作
品
。�

（
御
園
生
藍
珠
）

羊
　
内
藤
奈
々
江　

一
点
一
画
を
お
ろ
そ
か
に
せ

ず
、
堂
々
と
気
合
の
こ
も
っ
た
規
格
雄
大
な
作
。

今
後
に
期
待
。 �

（
黒
河
内
月
倫
）

書
学
　
後
藤
　
祐
加　

行
間
・
字
間
の
取
り
方
が

絶
妙
。
丁
寧
で
安
定
感
の
あ
る
美
し
い
文
字
に
魅

せ
ら
れ
た
。�

（
奈
良　

孝
嬉
）

追
浜
　
平
田
　
智
世　

縦
の
流

れ
よ
く
、
行
間
・
余
白
・
字
の

大
き
さ
の
調
和
が
と
れ
て
、
と

て
も
読
み
や
す
い
葉
書
で
す
。

�

（
佐
藤　

香
蓮
）

み鷹　森田　淳子　伸びやかな線による大らかで
安定感のある字形で、堂々と書けた規格雄大な作。
� （森　　嶺雲）

人
二
　
新
井
田
さ
ゆ
り　

字
形
、
布
置
よ
く
安
定
し
た
運
筆
で
仕
上

げ
た
。
速
度
の
変
化
を
学
ぶ
と
更
に
よ
く
な
る
。�

（
江
口　

春
陽
）



専攻コース

27

今
月
の
優
秀
作
品



28

専攻コース

今
月
の
優
秀
作
品



基礎コース
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基礎コース

今
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の
優
秀
作
品



基礎コース
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関
口
恵
美
子

大
重
　
寿
子

田
島
由
美
子

小
山
田
美
恵

安
部
　
寿
子

髙
橋
　
和
泉

松
田
し
の
ぶ

梅
木
　
彩
舟

写経研究室・つけペン
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つけペン・筆ペン

若田　千尋 峯岸　貴子

野口　翆隄 越川　晴美

小林留美子 岡本　美穂
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筆ペン・ボールペン

堀越　淑子

島田　眞弓

渡部　順子


